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「
ザ
ン
メ
ル
ズ
フ
ト
」
突
然
、
耳
慣
れ
な
い
ド
イ
ツ
語
が
先
生
の
お
口
か
ら
出
た
の
で
、
多
分
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
た
私
に
、
先
生
は

い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
微
笑
み
な
が
ら
「
ザ
ン
メ
ル
ズ
フ
ト
な
の
」
と
重
ね
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
古
川
先
生
は
そ
の
物
腰
や
お
顔
ば
か
り
で
な
く
、

言
葉
も
穏
や
か
で
優
し
か
っ
た
。
一
度
お
宅
に
お
邪
魔
し
た
際
「
今
、
蛙
の
腸
閉
塞
の
手
術
し
た
の
」
に
は
び
っ
く
り
。
お
庭
の
ガ
マ
の
肛

門
か
ら
長
々
と
飛
び
出
し
た
腸
を
「
切
っ
て
押
し
込
ん
だ
け
ど
、
腹
膜
炎
で
死
ぬ
で
し
ょ
う
」
と
優
し
い
口
調
に
そ
ぐ
わ
ぬ
厳
し
い
お
見
立

て
で
、
外
科
医
古
川
明
先
生
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

さ
よ
う
な
ら
、
古既

癖豐．陵

川
先
生
は
一
九
○
五
年
東
京
の
お
生
ま
れ
で
、
一
九
二
八
年
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
卒

業
さ
れ
た
。
医
師
と
な
っ
た
戦
前
か
ら
医
学
関
連
の
切
手
を
中
心
に
収
集
さ
れ
た
と
い
う

が
、
戦
災
で
そ
の
全
て
を
失
わ
れ
た
。
し
か
し
先
生
の
「
ザ
ン
メ
ル
ズ
フ
ト
」
は
い
さ
さ
か

も
衰
え
ず
、
一
九
四
六
年
十
二
月
、
戦
後
初
の
記
念
切
手
が
発
行
さ
れ
た
の
を
機
に
、
切
手

収
集
は
再
開
さ
れ
て
い
た
。

古
川
先
生
と
医
学
切
手
の
関
わ
り
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
命
ず
る
単
な
る
ザ
ン
メ
ル
ズ
フ
ト
に
と

ど
ま
ら
ず
、
畢
生
の
大
研
究
に
ま
で
発
展
し
た
陰
に
、
二
人
の
キ
ー
マ
ン
が
居
た
。
戦
後
間

も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
が
東
京
・
日
比
谷
に
開
設
し
た
図
書
館
で
、
た
ま
た
ま

先
生
は
切
手
週
刊
誌
《
《
言
①
呉
辱
罵
旨
扁
胃
⑦
○
の
号
冨
を
手
に
さ
れ
、
米
国
人
医
師

明
先
生

新
日
本
製
鐵
㈱
人
事
・
労
政
部
主
任
医
長

日
本
医
史
学
会
会
員

金
山
知
新
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⑦
閏
冨
ａ
］
．
ｚ
①
言
①
１
ｍ
が
連
載
し
て
い
た
皇
冒
の
＆
８
－
巨
牌
（
）
ご
冒
昌
旨
討
ご
》
↓
な
る
一
文
に
目
を
留
め
ら
れ
た
。
た
だ
単
に
好
き
な
医

学
切
手
を
集
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
先
生
に
と
っ
て
、
切
手
を
介
し
て
医
学
の
歴
史
に
踏
み
入
る
、
と
い
っ
た
ス
タ
ン
ス
は
恐
ら
く
目
の
覚

ｚ
①
乏
①
１
“
の
手
法
を
会
得
さ
れ
た
先
生
は
、
一
九
五
四
年
一
月
か
ら
三
共
の
「
治
療
薬
報
」
に
「
医
学
の
切
手
」
の
連
載
を
開
始
さ
れ
た
。

以
後
、
約
一
八
年
間
も
続
い
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
多
く
の
医
療
関
係
者
を
啓
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
先
生
は
一
九
五
五
年
、
第
十

四
回
日
本
医
学
会
総
会
に
「
医
学
に
関
す
る
切
手
さ
ま
ざ
ま
」
を
展
示
さ
れ
た
後
、
改
め
て
医
学
史
の
知
識
の
必
要
性
を
痛
感
さ
れ
た
よ
う

で
、
一
九
五
八
年
四
月
に
当
医
史
学
会
に
入
会
さ
れ
た
。

翌
一
九
五
九
年
は
古
川
先
生
と
故
・
緒
方
富
雄
東
大
名
誉
教
授
と
の
交
流
が
始
ま
る
重
要
な
年
と
な
っ
た
。
緒
方
教
授
は
ご
自
分
が
創
刊

さ
れ
た
週
刊
「
医
学
の
あ
ゆ
み
」
に
、
こ
の
年
か
ら
医
学
切
手
に
詳
し
い
解
説
を
付
け
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
切
手
は
古
川
先
生
が
探
し

て
こ
ら
れ
た
中
か
ら
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
一
六
年
間
続
い
た
こ
の
連
携
プ
レ
ー
の
中
で
、
古
川
先
生
は
緒
方
教
授
の
深
遠
な
学
識
に
直
に
触

れ
、
そ
れ
を
自
在
に
使
っ
て
切
手
を
説
き
明
か
す
術
を
十
二
分
に
学
ば
れ
た
筈
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
か
ら
は
緒
方
教
授
に
代
っ
て
ご
自
身

で
切
手
解
説
を
担
当
さ
れ
、
こ
れ
は
一
九
八
三
年
ま
で
続
い
た
。

こ
う
し
た
多
年
の
切
手
解
説
を
ま
と
め
た
大
著
「
切
手
が
語
る
医
学
の
あ
ゆ
み
』
が
一
九
八
六
年
四
月
十
五
日
、
医
歯
薬
出
版
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
先
生
の
代
表
作
と
な
っ
た
本
書
は
、
切
手
を
彩
り
に
し
た
見
事
な
医
学
の
歴
史
害
と
し
て
、
今
な
お
他
書
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

し
か
し
こ
の
本
を
ま
と
ま
っ
た
医
史
学
書
の
体
裁
に
、
と
強
く
助
言
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ
緒
方
教
授
だ
っ
た
と
聞
く
。
ｚ
ｏ
雪
⑦
１
画
に
よ
っ
て

開
眼
し
た
古
川
先
生
は
、
緒
方
富
雄
教
授
の
薫
陶
を
と
こ
と
ん
受
け
て
、
こ
こ
に
世
界
的
な
医
学
切
手
研
究
家
と
し
て
大
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
一
九
八
八
年
に
は
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
、
ま
た
一
九
九
四
年
五
月
に
は
、
「
切
手
が
語
る
医
学
の
あ
ゆ
み
』
の
英
語
版

「
冨
の
９
８
－
閏
の
８
昌
弓
胃
○
匡
瞥
Ｆ
の
国
帰
陣
四
目
扇
」
で
第
六
回
矢
数
医
史
学
賞
受
賞
の
栄
誉
に
も
輝
か
れ
た
。

今
年
二
月
十
四
日
に
九
十
七
歳
に
な
ら
れ
た
先
生
は
、
三
月
十
日
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
集
大
成
『
医
学
と
薬
学
の
シ
ン
ポ
ル
ー
ア
ス
ク

め
る
思
い
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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レ
ピ
オ
ス
の
杖
と
ビ
ギ
エ
イ
ア
の
杯
」
を
上
梓
さ
れ
、
早
々
に
我
々
（
自
称
）
門
弟
に
も
一
冊
ず
つ
ご
恵
贈
下
さ
っ
た
。
そ
の
お
礼
、
お
祝

い
を
申
し
上
げ
る
間
も
な
く
、
五
月
二
十
六
日
他
界
さ
れ
た
が
、
未
だ
に
夢
の
よ
う
で
あ
る
。
八
月
某
日
、
有
志
数
名
相
集
い
、
杉
田
玄
白

の
墓
所
猿
寺
も
近
き
芝
・
↓
愛
宕
の
青
松
寺
に
、
ご
戒
名
「
仁
天
院
明
道
清
鑑
居
士
」
こ
と
古
川
先
生
を
詣
で
た
。

古
川
先
生
。
我
々
に
到
底
先
生
の
よ
う
な
長
生
き
は
適
い
ま
せ
ん
。
直
に
お
側
に
参
り
ま
す
故
、
そ
れ
ま
で
、
さ
よ
う
な
ら
。


